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防災士ってなに？

阪神・淡路大震災（１９９５年）の教訓

写真：西宮市ＨＰ 「震災写真情報館」より

・大規模災害時の公助の限界。
・地域防災力により災害に備える。

・「人」という社会資源を活用した地
域防災力の向上。

・地域防災力の向上を担う防災リー
ダーを育成することをめざして、平
成７年に防災士制度がスタート。
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防災士に期待される役割

１ 地域・社会の防災リーダー

２ ネットワークのつなぎ役

３ 組織的活動

４ 企業・団体・行政など組織内における活動
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ＮＰＯ法人日本防災士会

○ 防災士の活動を支援する組織として、２００４年に設立

（活動理念）
第1  日本防災士会会員（以下「会員」という）は、地域防災力の向上に努め、

防災協働社会の実現に寄与することを活動の基本理念とする。

第2 会員は、地域の防災活動に参画し、災害の事前対策、応急対策（復
旧・復興活動を含む）等、地域の防災活動計画の策定・実施に関し、指導
的役割を果たすものとする。
そのために、次の事項に積極的に取り組むものとする。

１ 会員相互のネットワークを構築し、協力関係を確立すること。
２ 地域防災活動のリーダーにふさわしい防災知識・技能の研さんに努め
ること。

３ 自治体との緊密な連携を図ること。

2009.10.21 日本防災士会幹事会
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防災士の現状

・防災士の数（３月末現在）
（全国） ６３，５４２人
（佐賀） ８３６人

・ＮＰＯ日本防災士会会員
（全国） ５，５００人
（支部数） ５８支部

・佐賀県防災士会（Ｈ２２，９設立）

会員数（４月１日現在） ８３人
資料 ＮＰＯ法人日本防災士機構
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日本防災士会九州ブロック支部連絡協議会

平成２３年５月設立

（参加支部）
○福岡県久留米支部
○熊本県支部
○大分県支部
○長崎県支部
○佐賀県防災士会
○宮崎県支部
○鹿児島県支部

長崎県支部主催講演会（諫早市）

九州ブロック合同研修（熊本市） 被災地支援活動（石巻市）

設立総会
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佐賀県防災士会の活動

１．防災意識の普及・啓発に関する活動
２．防災関連用品用具の普及・提供に関する活動
３．防災・減災に関する知識・技能の研鑽に関する活動
４．会員相互及び防災・減災のために活動する団体との交流・
支援に関する活動

５．災害被災地への支援に関する活動
６．県や市町との連携して行う活動
７．その他本会の目的を達成するために必要な活動
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佐賀県防災士会の活動

１ 防災訓練への参加

平成２４年度佐賀県総合防災訓練

平成２４年度佐賀市総合防災訓練
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活動事例の紹介

２ スキルアップ研修会の開催

10



活動事例の紹介

３ 研修会・講習会の開催、講師等の派遣

Ｈ２３ 防災まちづくり研修会

Ｈ２３ 生涯学習職員等実践講座

Ｈ２４伊万里市大川町原子力防災避難訓練

Ｈ２３ 佐賀市防災フォーラム
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活動事例の紹介

４ 自主防災組織結成促進研修会

12



活動事例の紹介

５ 東日本大震災支援活動

ほっとカフェ
陶板プロジェクト
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∗ 佐賀県防災士会では、随時会員を募集しています。

∗ 年会費は ３，０００円です。

∗ 会の活動に賛同いただけるならば特に防災士有資格
者である必要はありません。

∗ 佐賀県防災士会は、今後とも会員のスキルアッ
プを図るとともに、地域防災力の向上に向けた
取り組みを積極的に進めて行きます。

最後に

14


